
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震

南
海
ト
ラ
フ
（
静
岡
県
の
駿
河
湾
～
宮
崎
県
沖
の

日
向
灘
）
と
い
う
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
こ
ん
で
い
る

場
所
で
起
き
る
地
震
で
す
。
歴
史
的
に
巨
大
地
震
が

繰
り
返
し
起
き
て
い
て
、
今
後
発
生
す
る
と
、
最
悪

の
場
合
、
関
東
か
ら
九
州
に
か
け
て
の
30
都
道
府
県

で
約
32
万
3
千
人
が
死
亡
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

8
～
9
級
を
想
定
し
て
お
り
、
今
後
30
年
以
内
の
発

生
確
率
は
70
～
80
％
、
40
年
以
内
は
90
％
程
度
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
に
お
け
る
想
定
さ
れ
て
い
る
予
測
震

度
は
、
6
弱
～
6
強
。
地
震
発
生
直
後
の
停
電
率

は
1
0
0
％
、
固
定
電
話
の
不
通
率
も
1
0
0
％
、

携
帯
電
話
は
非
常
に
つ
な
が
り
に
く
く
、
い
ず
れ
も

復
旧
に
は
数
日
を
要
す
る
想
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
域
で
水
道
が
使
え
な
く
な

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
模
の
大
地

震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
た
め
の
日
頃
か
ら
の
心
構
え

と
備
え
は
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
最
悪
の
事
態

を
想
像
し
た
上
で
、
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

有田川町での建物・人的被害などの想定

▶使い方、ご存知ですか？「黄色い旗」

避難するときの注意点

震　　度：6弱～ 6強
建物被害：全壊 890棟、半壊 3,200棟
人的被害：死亡 38人、重傷者 55人、軽傷者 490人
避難者数：1日後 1,200人、1週間後 4,000人

・正確な情報を得る
・むやみに動かない
・ガラスなどでけがをする危険が
あるので、はだしで歩かない

・通電火災を防ぐため、ブレーカー
を落とす
・ガスの元栓を閉める

・夜間の避難時は転倒や側溝への転落が起こ
りやすいため、懐中電灯を使い、広い道を
通る

・落下物から身を守る
・切れた電線を触らない
・救助活動を行う場合は複数人で行う
・緊急車両の妨げになるので、車は使わない

　災害が発生した時、町民の皆さまに
は避難をお願いすることがあります。
有田川町では、災害が発生した際、無
事を周囲に伝えるため、「黄色い旗」
を使用しています。
災害発生後、避難所などに避難する

または自宅にとどまるといった際に、
家族の無事が確認できた場合は、玄関

先に黄色い旗を立ててください。「黄
色い旗」はその家族の無事を周囲の方
に知らせるために立てるものです。旗
の立っていない世帯には声を掛けて避
難を促しましょう。転入などで「黄色
い旗」をお持ちでない場合は、やすら
ぎ福祉課（金屋庁舎）へお問い合わせ
ください。
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